
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究タイトル： 

英語表出における論理表現使用の分析 
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技術相談 

提供可能技術： 

・コーパスを使用した言語現象の分析、言語現象の分析結果に基づく教材開発 

・英語資格試験対策、英語多読指導、英語プレゼンテーション指導 

 
研究内容： 英語表出における論理に関係する表現の使用分析 

日本語と英語の論理構造の違いにより、日本人学習者の英語表出 

（話すこと・書くこと）には、特徴的に生じる課題がいくつかあります。 

 その中で注目すべき課題として学習者の because の過剰使用があり、 

これによって論理の核となる理由表現で違和感が生じる傾向があります。 

課題の解決のため、because の使用について母語話者と学習者の使用 

例を集め、統計的に差異を分析し、群ごとの特徴を考察します。 

 手法としては、話し言葉のスクリプトや文章テクストのデータを電子的に 

集積して作られたコーパスを、目的に沿って使用します。コーパスデータ 

をコンコーダンサにかけるなどして抽出した対象語の頻度をクロス表に 

まとめ、統計的に分析します（右図は作文使用語彙を対応分析した図）。 

 コーパスは、10 億語を超えるアメリカ英語のサンプルをジャンル別に 

集積したものや、アジアの国や地域の学生の英作文コーパスなどと多様で、 

日本語のものも存在します。研究目的に沿ったコーパスの自作も可能です。 

 分析結果を質的に考察することで、学習者の英語表出をより自然なもの 

に近づけるために必要な指導上の工夫や教材開発の方向性を検討し、 

  指導者が現場で使用しやすい形で提言します。 

担当科目 英語総合Ⅰ、英語総合Ⅲ、英語総合演習 

過去の実績 2021 年度一般社団法人大学女性協会「神戸支部奨学生」 選考口頭発表 入賞 
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